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有意義な夏休みを！
校長 竹平 勝志

７月７日(木)に校内水泳大会を行いました。
長かった梅雨も明け，夏本番となりました。４月 １・２年生の碁石拾いや輪くぐり，泳力別に

の入学，進級から約４ヶ月間，本校教育活動に御理 分かれた 25 ｍ・50 ｍ自由形に挑戦しました。
解と御協力をいただき，ありがとうございました。 最後は，一人一人の泳力に合わせて各チームで
おかげさまで，子どもたちは，大きな事故やケガも 作戦を立てて全員リレーを行いました。保護者
なく楽しく元気に活動し，大きく成長することがで の皆さんの声援を受け子供たちは一生懸命取り
きました。今後も温かく見守っていただきますとと 組んでいました。
もに，変わらぬ御理解・御協力をよろしくお願いい ６月からの水泳学習では，児童一人一人が自
たします。 分なりの目標を立て練習に取り組んできまし
さて，いよいよ子どもたちにとって楽しみな夏休 た。どの子も泳力を伸

みが始まります。夏休みは，１学期の学習や生活を ばし，学年に応じた泳
振り返り，２学期に備え志を新たに準備する絶好の ぎができました。今年
チャンスです。御家庭でも通知表（「のびゆくすが 度は，市の水泳記録会
た」）を参考にされ，お子様がこれからの学習や生 が実施されないため，
活にやる気をもって取り組めるよう称賛や励ましの ６年生の凱正さんの校
声かけをお願いいたします。 内水泳大会での記録を
ところで，「継続は力なり」という有名な言葉が 測定して他の小学校の

あります。「どんなことでも継続し続けることが成 児童の記録と比較して
果につながる」という意味です。 順位が決まることになります。

７月 9 日(土)は，子供
たちと日の出会の皆様と
の今年度初めての花づく
り活動を行いました。今
回は，天気にも恵まれ，
６名の日の出会の皆様に
参加していただきました。
花壇の除草を中心に，充
実した活動となりました。
花壇も見違えるようにき

「得意なことを伸ばす」，「苦手なことを克服する」， れいになりました。御協
「家の手伝いを決めて継続する」，「朝，起きる時 力ありがとうございまし
刻を決めて規則正しい生活を続ける」等，何か続け た。
られるものを見つけ，この夏休み中に続ければ必ず
得るものがあります。
子どもたちが楽しみにしている夏休みですが，こ

の時期子どもにかかわる海や山の事故，交通事故，
熱中症等，残念ながら毎年日本各地で発生していま
す。特に，旅行先等，日常と異なる環境にあるとき ７月５日(火)～７日(木)の３日間，卒業生の
は注意が必要です。 田畑修さん，小元和博さん，隣朝昭さんの３名
今年も，新型コロナウイルス感染症対策に留意し の方々が来校され，学校の外壁の清掃をしてく

ながらの夏休みになりますが，時には奄美の自然を ださいました。学校の前を通る度に外壁が汚れ
満喫したり，美術館や博物館，世界自然遺産登録に ているのが気になっていたということで猛暑の
関する各種イベント等へ参加したりとお子様にとっ 中，貴重な仕事の休みの日を利用して作業して
て有意義な夏休みにしていただければと思います。 いただきました。
これまで身に付けてきた規則正しい生活リズムを維 高圧洗浄機を使った作業で汚れていたコンク
持し，夏休みの経験が２学期からの学校生活をさら リートの外壁は，とてもきれいになりました。
に充実させるきっかけや原動力になりますよう願っ ありがとうございました。
ております。

わーきゃぬ木

その他に，
□ 「千里の道も一歩から」（どんなことでも，
着実に少しずつでも努力していけば成功すると
いう意味）

□ 「雨だれ石を穿つ（うがつ）」（小さな水滴の
雨だれでも，長い間同じ所に落ちていれば，硬
い石でも穴があく。そこから，小さな努力でも
継続していけば成功するという意味）

等の言葉もあります。



４月9日(土)の田植えから約３ヶ月。小さかった苗
が順調に成長し，田んぼ一面黄金色に実り，７月1
7日(日)に稲刈りを行いました。 ７月７日（木）に家庭教育学級の開級式と学
児童と保護者，中学生，奄美看護福祉専門学校 校保健委員会を行いました。

の学生さん，地域住民など約70人が参加してくだ 家庭教育学級では新役員の紹介や学習テーマ，
さいました。雨空の元，泥だらけになりながら， 年間計画の確認後，「家庭教育学級の在り方」に
刈り取り作業に汗を流しました。子供たちは，カ ついて，校長が講話を行いました。家庭教育学級
マを片手に稲を刈る作業を黙々と繰り返しました。での取組を通して，親と子が共に成長できる機会
当日は，雨天のため市民清掃が中止となり，スタ となればよいと思います。
ートから地域の方々が参加してくださいました。 ○学習テーマ
多くの皆様の御協力で，予定した時間内に刈り終 「子どもの自立のために，親として今できるこ
えることができました。そして，刈った稲穂は， とから始めよう」
体育館２階に干して乾燥させました。 ○委 員 長 川畑 明澄さん
８月１日(月)８:55～11:25 に，小湊小学校で脱 副委員長 ショースタク幸子さん

穀を行います。ぜひ地域の皆様の御参加・御協力 〇年間運営計画
をよろしくお願いします。 〈第２回〉人権学習（講話）

〈第３回〉奄美の自然と文化（講話）
〈第４回〉子育て講座（講話）
〈第５回〉卒業生へのコサージュ作り・閉級式

学校保健委員会では養護教諭から健康診断の結
果分析やまんが「眠りのふしぎ 眠りのちから」
の視聴後に睡眠の大切さについての説明を行いま
した。今年度は「早寝・早起き・朝ごはん」の取
り組みを継続していくことを話し合い，また，コ
ロナ禍での生活様式のあり方についての情報交換
を行いました。

７月９日（土）に着衣水泳を実施しました。
着衣水泳は，水難事故に遭った場合，自分の命を
守るために，どのような対処をしたらよいのか体
験を通して学ぶことをねらいとしています。まず，
子どもたちは，衣服を着たまま入水し，「泳ぎにく
い。」「体が重くて沈む。」と予想以上に重くなっ
た衣服や動かしにくくなった手足に驚きの声を上
げながら，服や靴を着けたままでの泳ぎにくさを
体感しました。
次に，ペットボトルを使った浮き方や救助方法

などを学びました。力を抜くことで２リットルの
ペットボトルを使って体を浮かせる体験でしたが，
力が入ってしまったり，濡れた手からペットボト
ルが抜けてしまったり悪戦苦闘していました。
もし溺れている人を見かけたら，子どもの力で

は救助できない
ので，自分たち
で助けそうとす
るのではなく，
大人を呼びに行
くことを確認し
ました。
水の事故に気

をつけて安全な
夏休みを過ごし
ましょう。

『 ８月の主な行事予定』
１日 (月 ) 出校日

脱穀作業 ８ :55～11:25

12日 (金 ) 学校閉庁日

15日 (月 ) 学校閉庁日

16日 (火 ) 学校閉庁日

19日 (金 ) 出校日

26日 (金 ) 運動会外部打合会19:00～20:00

『 ９月の主な行事予定』
１日 (木 ） 始業式 集団下校

５日 (月 ) 島口練習① 海岸清掃

７日 (水 ) クラブ⑥

８日 (木 ) 授業参観 ＰＴＡ全体会

学級ＰＴＡ

10日 (土 ) 土曜授業

緑の時間 (日の出会との花づく り 8:30～ )

14日 (水 ) 運動会練習①

15日 (木 ) 八月踊り練習①

18日 (日 ) 市民清掃の日

21日 (水 ) 運動会練習①

22日 (木 ) 八月踊り練習① 校区内清掃

24日 (日 ) Ｐ ＴＡ奉仕作業 (16:00～ )

27日 (火 ) 運動会予行①②

＊10月1日 (土 ) 運動会準備(17:00～ 地域 )

10月2日 (日 ) 秋季大運動会


